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京一地同文古院大学問二期生
倉田俊介
【司会】
本日は梅雨時ですけれども見事に雨が降らずにすみました
c
ただ束北地・万で地渓があったよう
ですけれども、その小お越しいただきまして誠にありがとうございます己本日の講演会は柿浜かられ川俊介先生をお招きして、
「私の点帆同丈市院大学時代」
というお話をいただきたいと思います
3
その山川に中ゴセン
タ
l
のセンター長藤間教授からご挨拶を巾しししげますハ
【藤田】
皆さんこんにちは。それぞれご多用中、本けはたくさんの方にお集まりいただきまして大変あり
がとうございます。今日はん川川俊介さん、
ド県．帆川丈市院大学の問一．則止しの・万ですけれども、
「私の
U取組川文
壮一日院大学時代」という形 ご講演をお願いすることになりました。今日のチラシにも東亜同文在日院大学記念センター公開．
0同年記念というふうに市いてありますコ実はこの愛知大学京．地同文古院大学記念センター
はそれよりもっ 前にオープンしていま が、
いわゆる民示施設として正式に公開に踏み切ってからちょう
ど一
O
年日ということになります
D
早いもので一背前にオープンして今日に到っています
c
[,i）主，1r1淀川念 tll ＼＇（）し 17
最初は脱示施設を中心に、
特に初代の今泉先生のセンター長の時代にいろいろ整備をしていただいたり
しました。二年と少し前、文科省のオープンリサーチプロジェクトというのに選定していただきまして、この記念センターの行事がいっぺんに多様化いたしました。ひとつは今日のよ な講演会です。昨年は中国の方々と合わせて一
O
人ぐらい、日中間で書院をどういうふうに見るかというような研究会も行ないました。
その他内部的な研究会という形で、書院研究と、それから書院に影響されている愛知大学史のほうの研究、そういうものを進めてきております。盛り沢山 なりまして、昨年一年間の活動報行 かこういう誠泌会、シンポジウム等の記録が二千
H数十頁になっています。見ていただければ大変ありがたいと思います
c
それとは別にせっかくのこういう事業ですので、オープンというな味も兼ねまして、こういうような講演
会の他に、私共のセンター しては全凶行脚をしております。
昨年は繊浜で行ないました。
全同の同舟館
総合展というのがござ まして、本学の図書館 成瀬さんにずいぶんご尽力いただき、その中のメインイベント事業として初めて本学のセンターの展示を行なわせていただきました。総入場者数が一二万五千人ということで、その全部の方がご覧になったわけではありませんが、多くの方に見ていただき、北口 と愛知大学の昨年は文科省の新しい建物の後ろにコモンゲ
l
トとして．一本、一一一
O
数階建てのものが建ちましたむその州
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両方の名前を関東地区で 知ってい だきました。側の建物に前ありました霞山ピルをつぶして、霞山会 、そ 中に入れていただいて た愛知大学の束京事務所が一一一七階に引っ越したということもございまして、移設記念と中しますか、そういう事業を束京の霞が関のど点ん中で 二日間実施い しま た。講演会を二本組みましたけれども、これもず ぶんたくさんの方
:i 
文との関係で山
m純三郎兄弟の資料が本学に寄附されていまして、
大きな日五の民示品になっております。
l•iJ 主占院記念科l VOし Ii 6 
が最後の最後まで来ていただき、見ていただきました。今年は弘前と福岡。弘前のほうは記念センターの展示をご覧になった方はご記憶かと思いますが、特に孫純三郎のお兄さんに当たる良政という方が津軽・弘前のご出身なので、津軽のほうで我々の展示を見ていただき、併せて講演会もやろうということで、七月のド旬に弘前のほうへ出かけます。幸いなことに弘前の
方々、それから青森県・弘前市等々、あるいは一一つの新聞社から非常に歓迎を受けまして、
ぜひやっていた
だきたいということで一一
H
問実施いたします口もうひとつ福岡で、秋に二一日間ほど実施します。古院の卒業
生で県別出身者と言いますと福岡県は一位です。それ以外の九州 方々もけつこう書院に進学された方が多い。そういう点でこの企耐を思った時に九州の卒業生の万々からも「早くやってほしい」というご要望がありましたし、我々のほうも日税 年早くして福岡 やってみようということで、今年 秋は福岡のほうへまい す これは実は大変なことでありまして、民一ボ施設の部分をかなりごっそりと移動い します。そして本物を持っていこうとすると保険料金がものすごくかか ものですから 我々 ほう 資料を複製にしたり、
いろいろ工夫をしながら展示会をする計両を
ι
てております。
できれば私個人としては国内のほうで束亜同文書院大学を改めて広く知っていただきたいということと、
併せて愛知大学も知っていただきた 。同時に来年は欧米人を中心 し 凶際シンポジウムを企画しておりまして、世界の東亜同文書院と うよ な形でも提供できたら 思っております。本学の別のプロジェクトである
COE
のプロジェクトで中国学術センターを作った時に、私はヨーロッパのデリケ
l
シヨンと言いま
すか、そのまとめ役でヨーロッパの各大学（かなり有名大学が多い）を凶りましたら、
みんな東市一同文書院
をよく知ってい した。愛知大学は知らなくても「そのあとの学校か」というので、我々も大変恩恵を受けたことがございます。
アメリカも同じで、改めて束亜同文古院の存在の偉大さというのを他の国で実感した
次第です。
こういうプロジェクトを我々はあと三年続けるつもりでおりますので、ぜひご理解いただいて、またこういう機会がございましたらぜひご参加いただければ大変ありがたいと思います。今日の合川さんは間二則生
ということですが、 れまでお願いした方々はもう少し前のほうの方が多かったんです。戦局が少し厳しくなってきかけた時期に書院に入られまして、正に波湖万丈の学生生活とその後の人生を送ってこられた方です。合川さんにぜひお話をいただき いと うこ を去年の秋に巾しまして、快く引き受けていただきましたので、半年経ちますけれどもようやく今日倉田さんのお話をこの場で聞けることになりました もうすでに原稿は古かれておられ、私も拝見 し したが、非常に盛り沢山 内容で ます。そ 全部 お聞きできるかどうか時間の問題がありま けれども、 は 辺 ところを、合間さんの です ら要領よくお話してい だけるのではないかと思います。ちょっとご挨拶が長くなりましたがもう一点だけ言いますと、私は束弧同文書院の旅行記をこれまでいろいろ編集して四冊出しています。あ 一冊 今満洲編を編集 て すけれども、そ 過程 いろいろ分からな 単語・文字等をみんな倉田さんに教えてい だきまし 。非情に博学でありまして、私としては本を編集する上で大変ありがたく、感謝しております。そういう点 もこの機会に合間さんのお話が聞ける
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ありがたいと思っております。ぜひゆっくりとお話をお聞きください。｛司会｝
本日の司会を仰せつかっております凶際コミュニケーション学部准教授の加納です。よろしく
お願いいたします。本日の進行といたしましては今から倉出先生のお話を ただきまして、その後時間の関係もありますが質疑応答の時間をなるべくとりたいと思って ります。
六時終了の予定ですのでよろしく
お願いいたし 。倉田先生 略歴につき して今藤田センター長のほうからもご紹介がありましたがもう度ご紛介巾し上げます。合川俊介先生は一九二一年（大正一
O
年）
のお生まれでございます。
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（昭和一四年）に刈谷中学をご卒業になられまして、
（昭和二ハ年）
に東亜同文書院大学に入学
一九四一年
されました。
九四一一一年（附和一八年）に学徒山陣をされましてその後中凶大隙における作戦に参戦されて
います。
一九州五年（昭和一一
O年）に終戦を迎え、その後引き揚げられてから大阪の日商産業株式会社（現
在の日商岩井）に就職され、その後日商岩井の業務にさまざま勤務されておりまして、そ 問インドネシアのジャカルタ所長と ても海外に赴任されて ます心
には掘友会幹事に就任され
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て現在に到っています
c先ほど藤田教授のほうからもご紹介がありましたように四一一期生ということで昭和
六年のご入学ですけれども、
京一肌同文書院が大学に
Hwm
したのが九一二九年のことですから、
その一一年後
のご入学です。そのあたりのナマのお話をお伺いできるのではないかと考えております。
では倉田先生、よ
ろしくお．願いいたします
c
｛倉田｝私は刈谷小学を山ており、
御年数えの
AJ成から刈谷で生活しました
D
同文書院にやっと合絡して
通い、それからいろいろやったわけですむルーマニア大使や家古の大使をやられた小崎
HH
業さん、愛大の第
同文 J刊誌記念fU H>L. 17 お
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一則
生の
人で、
」れと附則です
。
小附需はい
っぺんで同文
出
院に入ったかも
知
的な
のはだめだ、円ハでも行かないぞと
。
バラバラッとやったら今度は同文川院
。
何と
「版部
」
上海
にあ
って、
れませんけれども、私のほうは秀
才にも
かか
わらず
二年も苦労して同文書院に
入
った
。
同文川院という
のは
相当般
しい選抜
をするんだなと
いうことでお
聞
き
いただ
く
とちょ
っと而白いかなと思って、
一番最
初に
二年間の背労話を中し上
げま
す
。
米年は卒業だな、どこか学校に入らなきゃいかんなという時
、
お袋は専
門
学
校までしかやらんと
一五う
。
旺
文社の
『蛍当時代
」
い
い手はな
いか
なと
思
って
、
とか入
学手
引きとかをい
ろ
いろ訓べました
ら、満洲に
建
国大
学
というのがある
。
これは
官官で
円ハなんです
。
陣太政で起きる
。
点を
向い
その
代
わりあそこは
刷、
て制札し
て
、
それから学校の授業がある
。
それを読んで
、
ああこんな軍国主義
上
前そ
のも
のが東洋の国
際都
市の
ピカ
イチだということが詐い
てあり、しかも阿文書院という
の
は大旅行
学生
時代に小国の行
きた
いと
ころへ行け、
その代わりそれを卒業
という非常に楽しいスケジュ
ール
がある
。
画
（束京商船へ行こうか、
論
文にせよとい
うシス
テム
。
この
「・版部」という
言葉と
大旅行にポロッといかれまして、他の学校へ行く計
神戸尚船へ行こうか、
二重市民
がい
いか
、
十又！日
二rリ早
川、夕
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．
P
、
山山
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ん
名古屋市尚がいい
か）
が全部
消
えた
。
絶対口
ハで
こん
ない
い学校へ行
け
るんなら
同文古院だとそこで脱が決まった
。
「先生同文古院
ってご存
昭和
て二
年の五
1
六月頃
、中
学の
広瀬という教頭に廊下でば
った
り
会ったので
、
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そうしたら県庁の学務課の課長さんに怒られた。
「お前今日試験をやってるのに今日来て試験を受けさせろ
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じですか」
「うん知っとる」。それで「私、県費生を受けますので、学校には案内があるでしょう。合川が
受けると届けてください」と一
J言ったら、何とその先生がお忘れになった。私は
J
一月頃になった‘り県費生が
あると思って、
ピクビクしているより名古屋は刈谷から近いじゃないかということで汽車で県庁へ行った。
と言ってもだめじゃない 」。それでその日はパアになった。それでもうあかんなと。試験は始まっちゃっている。
廊下をとぼとぼ渉いていたら、
岐阜県忠那郡に現夜住んでいる鵜飼述哉というのに会った。愛知川子
院中学という坊さんの学校がありますが、あそこ 秀才です。私がだめになった試験を受けて合格したか、とにかく私の入ろうと思った年に受かっちゃった
υ
川文書院に入ってから「お、鵜飼がいる」と
c
私より
.. 
年前の凹
O
則に入った。そういう思い出があります
U
これが同文占院生の第一ですね、
いちばん故初にぶつ
かった。
それから私は名古屋高尚を受けるわけです。名古い町内尚に英語のヒアリングの試験があった口ベラペラと
先生がしゃべった を、何を今しゃべったか大意を書けという。先生がもう一度同じ文章をペラペラとおやりになる。
中学に三人英語の先生がおりましたけれども、
全然発点目が述、っ。
さっぱり分からない。
ヒアリン
グが名古屋高商にはあるんだとびっくり た時からもう負け ね。先生が読 だってさっぱり分からない。それで白紙答案を出 た。時間に余裕があったので私は何を解答した と、他の学科 控を全部取っておいた。やっぱり白紙答案を出すと落ちるんですね。そ 教授が「俺の 案に’
H紙を出した」と格としちゃう
c
他はよかったんですよ。それで俺は県費生 ふられたんだから私費生を受けてやると 東京へ出た。今のホ
テルオ
l
クラの裏あたりの山手のところに、高千穂高尚という私立の高尚があった。そこを借り受けて、同
文書院に入りたいやつは来いと。行きましたら何と二
000
人ぐらいいた。それでも僕はまだ受かるつもり
があった。受かっ らどうしよう 私費生に受かってチャイして米年の県費生を受けさしてくださいということができるかできな か思い思 受けました。そうしたら見事になしのつぶてで何も米なかった。
あとから考えてみると県費生が難しいか私費生が難しいか分からない。私費生は三
O
人か五
O
人しか取ら
ないのに応募者 二
OOO
人いるわけです。県費生は三人取るのに問五人ぐらいしか集まらない。我こそ秀
才なり、とい の 。私費生で受け か県費生で受けたかは中 入ってしまうと全然問題にしない。問題にしないのは当り前で、あれだけ難しい私費生を通ってきたんだから県費生そこのけというようなもんです。そういう経験があ ました。浪人第一年目はいろんな参考占がありますから家でお金をかけずに勉強しよう、参考書を全部マスターすれば今度は受か と うことでや たけれども、よくある「小人開店 不普をなす」で、勉強 てるんだかしてないんだか分からない。そうしたら「お前何か聞くところによると同文書院、同文書院とうわ言のよ に一一一一口ってるらしいな、ちょっと中凶を見に来い」 叔父さんが一一ほ 。叔父は山東豆粕という、パイナップルの輪切りを、つんと大きくしたようなものを一五
1
一六枚苛力が背負う。普通の
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窯業という会社の社長です。山東窯業と言、っと、昔 日本陶器と名古屋陶器と二つあったうちの名古屋陶器系で、松坂屋の伊藤次郎左衛門の出資で青島の問方というところで耐火煉瓦の立派なのを作っていた。その社長が自分の息子が日本から一民るから 緒に来いと呼んでくれた。それで波りま 、中国というところがいかに汚い厳しい ころか いうのが、青島に行って初めて分かりました。
人というのはすぐパッパッとやる口それを見て、
「東洋のナポリ」青島は遠くから見るときれいな町だけど、
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人間で 背負えません。背力だから背負える。岸壁がピカピカに光っているのは何かと・
JHうと侠です。・中同
岸壁につ たら参った参ったでした。
叔父さんのところは汗のドイツ式の住宅です。そこへ行った
u
そうしたらまた同文出院にぶつかった
c
そ
の叔父さんの甥が、飛鳥井雅信と一百って三三則。青島中学の秀才です。青島中学から同文書院に行 してくれということで、
同文内院のほうは点んだわけですけ
大隙にいる小学生はたいてい日本に行ってしまうじそ
れを同文書院を狙うというのはよほどウイやつ す
U
それで合旅して入った。
叔父此が
「お前件そうに、
たかだか刈谷中学の上のほうにいるからと一一司って、
そんな甘い学校と述、つぞ
U
雅信だって古品小学の秀
J
だから入れたんだ」ということを、
日で一一けうと恋いと思って現物を見せたんだと
思う。それでせっかく中凶に来たんだからということで、青白から消出につながる鉄道（膝済線）
で済市ま
で遊びに行こうと、苧保 叔父の長引と．絡に川かけたわけ 。そこで小川の批婦人が伐の山
m
ってる
兵ん前にお降りになって、我々一一人に花リンゴ 小さいリンゴをくれました
「お食べ」ということで
すがその女性が全然ニコッともしないんです。日川があって、
奈．山名剛から山てきたようなものすごい別償さ
ん。中同人ってこんな別績さんかなと。そ 人がニコリ もしないのでまずショックを受けた
c
何か悩みが
ある だろうなと。
もう一つは沿線に子どもが
1
一三人汽巾を追っかけてくる。代市がそんなに述くないですからね
c
そ
のお腹がボンボンに張っちゃって、・腕や起はえら ヒョロヒョロしている。それが「シ
l
サン、シンジョ、
、ン、／
Uンヨ
（先生、お山ゆみを）」と可、つ
D
日本人はもうけんちゃおれんというわけで窓から投げます。その二つ
を見た時に、しばらくして俺が同文書院を狙うのはこのためだと。中凶のやつに笑顔を反してやろうと忠つた。やることがあるじゃないか。叔父貴は山束窯業でしっかりやってるし、その兄貴のほうがまた弟に呼ばれて博山で窯業をやっている
D
そこも問に訪問しましたり
その叔父町は早稲川を山たけれども、
常一…業をやっ
てみたら而白くてしょうがないと入れ込んでいた。博山で一晩泊まったら、八路か阪賊か知りませんが夜中にパンパンと鉄砲の青がする。叔父さんもえらいところでやってるなと思いました 日収初にパンパンとい、っ
tu
を中凶で聞いたのは博山でした。消南に行き着いたら胞泉湖という池があった。・尚南の名所で、そこへ
行ったら鯉を食べろとか蓮根を食べろとか う。中国料理が出てきて、鯉 ほうはまあまあで たが蓮根はおいしかったですね。雌か渇がいてさっと水に通したもので、それをいまだに印象深く覚えています。
青島から帰つできたら途端に同文書院がものすごい高い山に思えて、これはいかんと名市屋の河合紘一に
行った。名古屋高商の、試験場では会っていませんけれども河合逸治という名市屋高尚 有名な英語の先生が熟．
hK
で、それが河合戦の初めなんです。瑞秘にできあがった河合戦←へ行きました。九月の初めぐらいに古
島から帰ってきて、怖くて河合塾 入って、もう一一月に試験ですからね。これはえらいことだ、同文書院というのは思 たよりごっつい学校だなと それでそこへ辿 て．生懸命勉強した。私は小学の
.. 年の頃か
らいわゆる虚無感というやつに般 れていて、勉強 剣道とか る時は何ともな んですが 白分白身に一民るとス
l
ッと人生いかなるもんだと。まるで華厳の滝から飛び降りた藤村操みたいな気持ちになっ
ちゃう。
それが突如として河合戦から刈谷に帰る熱川の駅で起こったわけです。正にここからそこぐらいま
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で汽車に近づいた。
ところがその時に、
お前が消えたらお袋がどうなっちゃう。
それがパンと米た。
お袋が
lｷ 
これだけ俺をかわ がっていたのに、
「はい、
さようなら」とこっちが先に行けるか。それともう一つは、
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あの．頃
h服飾…感に入ると何か宗教的な、祈りみたいな気持ちになるんですが、その時に、ああ、祈って叩斐が
ないのが人生 、人生はそんな甘いもんじゃない、祈ったらすぐお返しに戻ってくるようなもんじゃない、それほど人間は無力だ、
という一一つの符が山た。機関車が迫ってくる直前で起が止まった。
そんな事件もあって、則限が来て受けた
c受けたら今度は朗報が入っちゃった。県の学務課に、刈谷中
学の校．
hK
さんの’弘子で小学だけで学務課へ行った
H
がいたんですが、その
H
が「ゃった！刈小受かった」と
．一目、っ。刈中は私一 しか受けてないんですから、これは受かったと。河合塾のおかげか、
．人で勉強したお
かげかっそうしたらもう待つだけだなとり待てど作 せど米ない。問
1
．KH
絞った時に今度はそのどんでん
返しの悲報が入った。倉凹は中学時代級長も副級長もやった とがない。学校のために 役に立っていないと。だから部とされちゃった。それを聞いた時にガックリしまして、
お袋に胸の内をぶちまけた。俺は他の
学校を受ける予定をしていたけれども、
「もうやめだ、同文書院と心中だ、来年受けさせてくれ。
．年で浪
人をやめようと思ってた。受け ら交かる学校 あるか 知れないけど 県費生に引っかかっといて落ちたというのは縦だ 受けさせろ」と。お袋は「ああ、
いいよ」と何も文句を付けなかった。それで束京に府立
の五中と言って、
．高とか一橋とか東京工業（いわゆる蔵前のい品工）とか、
一流校だけ狙う予備校があった。
そこを受けてみたら入っちゃった ところが入 時に何と言おう。愛知県の県費生と．一一口っても怠味ない。第一二高等学校 いう－尚と同じレベルのが京都にある
c
一尚は行きたくないから「三尚を受けます」と。先
生が悦擬試験の皮に受かるか受からんか教えてくれる。努力の叩斐あってい砕い肢「受かる」と一一百う。学校の授業も非常にけつこうな授業で、片一方は落合直文の息子が『徒然草』を教えてくれた。参考書なんか何も使わない。この本を読めと『徒然草」をも った。英語 先生はジエロ
l
ム・
K
・ジエロ
l
ムの
「アイドル
ソ
l
ツ・オブ・アイドル・フエロ
l』
（「閑人閑話』）。よく日本語に訳してある英国人の随筆です。そう
したらい品等学校の生徒 なったような気持ちになる。
それがうまいこと効いて虚無感が抜けたんです。熱田で曇ってた気持ちが、東京へ行ったらサッと晴天に．民っちゃった。あれ以来私は虚無感は無く った。
一一月に県資生を受けるまでは、
例えば．尚の生徒
になったような気分ですね。受ける度に三高が受かると言う 、悠々として東京をエンジョイし 、ささやかな一高生気分を味わった。それで今度県費生をや てみた口中学は終わっちゃったから、もう級
Jhk
、
副級長をやれるはずが い。その時の四五人みんなが級長 副級長 見えた。これで俺受かるかな、点数だけじゃだめ と受けたら、今度は合格した。束京へ帰った時に合怖の通知があったの 、 と 受験仲間に「一二古川受かるということになると、県貸住受かっちゃ よ。どうしようかな」と言ったら怒られた。そんなことでゴタゴタ言わず早く刈谷に帰れ」。その一喝で同文書院というのはそれほど難しい学校か、
し、
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「お前同文書院の県費生とは大したものだ。このあいだ海兵のやつの入学祝をやったから二番目の入学祝だ。いとこに受かったなと。第一志望ですからね、
いいに決まってます。
それで刈谷に帰って体調を整えていたら東京へ川てこいという。皆さんにパンフレットが行っていると忠いますが、こんな白髪のおじいちゃんじゃ て学生服の写真が載ってい 。近衛文麿さんが霞山ピルとい
うビルを持ってい・十三そこの以上で初日比式をしている口
「よく米た。
お前らけ本と中凶のために．小伝を枠制て
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る気があるか。とことんやる気があるか」。というのが招見式で、その時の一番右の後ろに写っているのがその写真です。だからちょっとインチキして、紅顔の尖少年みたいない飢をして先生役をやっている。六七年も続っとやっぱり人生ごまかせませんね。これぐらい’
H
，bM
になってスケスケになる。ここまでが同文占院に
入るところまでですね。
大山下の版山んに行きます。
続出村さんは枇他山の上肱の山です。
だから愛知川川代生はよその県代ルーよりたく
さんいる＝
いっぺんに主人取ってくれるのは、たぶん荒尾精のおかげだと思う
c
他の県は主人も日ハで学校へ
やってやるなんていう気前のいい県はあまりございません口
名将だけ与えるけど、
「社主人久子貨を持て」と
いう山県が多い。
川相貸住にしてやるけれども学的は下分よ、
というコ県貸住にしてやるけれども学代は川さん
よ、という県もあ 。ところが愛知県費生は全制で、過にいっぺんずつ小遣 までくれます。その小遣いもけつこう泣 でがあるんですヮ
小川の安いものを食っていたので、
だいたい小泣いで足りる。
荒足先生は軍人でした＝ところがこんな馬に乗ってサーベルを付けて、何が同がもつか。こんな小さな困、
金の伽…い貧乏なけ本が、
附川介の列強が小川を荒らし川ってる時にその向こうを張ってやるには、
まず金だ、
中国と仲良くなっちゃうことだと うので日清貿易研究所を作ります。サーベルな かポイだ 捨てちまえというのが荒厄さんなんです。川町
m吟許
川阿川劉咋しという絵描きの・親父です）
が上海に先に波って、
お薬と
かいろんなものを光っていたりそれには称を付けて、浅川に卜．海楽善堂の文店のようなものを作って経常するの経営に入る前に一一．年ほど小国を渡り歩いた。あっちへ行ってみる
J
こっちへ行ってみる己中国人に接して体
験したことを元にして、どうしたらうまく消同と日本は貿劫して、一向
H
が栄える道がとれるかと。あるじゃ
ないか、仲良くして両方の学生を作ればいい。
H
本人も中国を知らなすぎる。中同人も日本を知らなすぎる。
それ ら両方に相手の岡を教えればいいんだというのが目的貿易研究所。どうやったら貿易の仕事ができるかという子ほどきをした学校です。ところがすぐ口約戦争 起こって続けられなくな 。それから今度は南京の同文書院になって、上海 束．並同文書院になる。
荒尾さんははっきりと言う。
「サーベルなんかで何の役に立つか。こんな小さな問つの’
μ
から山ていって、
サーベルでチャンチャンバラバラやって何の足しになるんだ。市隊はやめ」と割り切っちゃうわけです口しかし参謀本部なん にもサービスはしてますよ。
「お前軍人になると一言ったんだからこれぐらいのことは手
伝え」といって手伝わされる。だけどそれを終わったら「はい、私は本・米のところ
・甘い勿）に民ります」と
いうことで陸軍のほうからも許可が出て、正式に始める。それが日消貿易研究所です 、途中でおじゃんになって南京、上海と学校を何遍 作り替えなければならなかった。根津さんは荒尾さんより年上のはずですね。二人は非常にな気投合しておられた。
川悦沖さんというのは
酒もそらんじていた。
お消をしハ成ぐらいから飲んだ。
これがあとで川文
A
院に効いてくるんですよね。
｜』；J
又
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山梨県日川村の旧家から出られた。小さい時からいわゆる四書五経、漢籍 そらんじていた。そ 代わりお書院の人でお酒を飲めないやつは「お前だめだ」。私 入っ 背労した。お酒 飲めない家から行ったんですけど、飲めないと仲間に入れてもらえない。
一生懸命勉強した。
横浜にヘボン式ローマ字で有名なヘボンが師範学校を作っていて、根津さんはそこへ入った。そこから
陀大に入った時、
教行のドイツ人のメッケルが
「．倒的川あれば名市出からし取水まではペロリだの
114
>
1t
llA
月10ρ
ード
18 
うだと言って、
メッケルの方式を使わなかった。論争をやって、
では隙大を昨めましょうと言って辞めてし
[it］主，1：：院記念 tU ¥'OL. 17 
どもがいくらかかってきても」と言ったのに根津さんがカッときた。実践の演習をやった時、根派・万式はこ宇品つれ～。
明治二三年に荒尾先生と合流すると、根津さんは最初に、
いわゆる誰でも分かる中国の貿易「治国通商綜
覧」というのをおまとめになる。
それをベ
l
スに学生を咋んでやろうという時に、
恨浮きんは非常にい叩けい
お考えを持つわけです。 のすごく難しい、小同人とツ
l
カーやる時には漢文がいいでしょうけれども、ん
J
の我々のレベルで読むといったい何が書いてあるのかというような難しい漢文で、
「興学要旨」と「立教綱
制」という
.. 
つのものをお力きになったり
mm
に．巾ド必で．
J
．Hいますと、
内外の実学を議義して川市
（川本と的
国）の英才を集める。これを教育してそれぞれに相手の事怖が分かれば予を結ぶだろう。それで基盤を同めることができるつ中凶をけん抗と．託っているんです）日本は弟だと口化日に遡れば日本は中国から学ん いるんだっだからけん貨と弟の仲じゃないか
D
何でこんな状態で今いるのか。日見此のほうはいろんな凶に割り込まれ
てオドオドしている。日本はその問に丙洋 学問を勉強しました。三
O
年か四
O
年はお宅との差ができまし
たよ。だいたい恢界のなべての同とお付き合いして．内洋の実学と うのを勉強したので、これを中同の
H
に
教えましょう。日本人は小同一誌をしゃべれずに中国をうろっけない。 人には英語と中凶訴だけは必須で教える。この二つの語学を中心に、あと足らない は凶際法 か、商業をやる時に必須の科目だけは教え
る
いわゆるビジネススクールを作ろうとされたわけです
υ
それで恨津さんと荒尾さんのコンビでいくわけですけれども、荒尾さんのほうは台湾で、二一七歳でベストにかかって亡くなってしまう。だからあとは荒尾さんの志向を受けて根津さんが、荒尾だったらこう考える
だろう、俺と荒尾はそう違わんはず ということでやられたのが同文書院です。恨津精神、根津精神とよくバいますが、
米子学・陽明学で一一．一日、っと根津さんはどちらかとえうと王陽明の防明学です。
その線でまず中同
は孔子・孟子の困じゃないか。徳育が一番の根本で る。それからあと実学を身に付ける。人格のほうをまず鍛えて、それで力が余 るだろ から実学 ほうを勉強する。だから大旅行なんかをやれというあの発想も、実際は現地に行かなき 分からんだろう。白分の足 踏んで勉強しなさい。それから考えなさ 。実際を見てから考えろという は王陽明と一緒なんですね。そういうふうに教えたのが恨浄です。
次は大学生活です。
私は上海に波った時に凶作さんみたいに驚かなかった。
小凶は汚いところ。山峨は点つ
黒けで桜ばかり。それ 青島で覚悟がで ていた。とこ 日本から初めてきた人はびっくりしたわけです。揚子江の水が東シナ海を黄色く染めていた。それでまずびっくり て、今度は上海の陛山尚一肌に上がったら、うわあ、伴睦はこんなに汚いのかと。背力はフ
l
フ
l言って働いている。これを見てみんなは驚いたでしょ
体がでかいから
「お前ラグビー部がいい」
「柔道部がいい」
「相撲だ」これにまいった。
私は本来体が弱い
Hl 私の束斑同文 .1r院大学時代
うが、私が一番驚いたのは同文書院の学校の門を入った時です 言うのは 交通大学という大学のあとを借りていた けですが、亦門の小に入るとお消の匂 プンプンして、州中
I荒くれた先前諸氏が、私なんか
のでこんなおっさん等とやったら、何 ために同文書院に入った 分からない あ、そうだ、中学三年ま剣道をやっていた。剣道部 どこかにいないかな。ちゃんとデスクに備え そ へ飛び込んでいって、
「私ちょっと剣道をやってたんですが、入れてくれませんか」
「おう、
ょう米た。ぷ．臥して米たやつはお前
l•iJ 文，11'1記記念m ＼.りL. 1, :m 
が初めてだ」。それで取ってもらいました。そうしたらあとはボ
l
卜部が来ようが仰が来ようが「私もう剣
道部に決 ました」と言えば終わりです。だから れからはやれやれと。この学校って勉強しなくて消ばっかり飲んでるのかな。
本当にそれぐらい酒臭い。
「今度は寮を案内してやる」。予科寮というのが京と丙と南にある。私は南で、四人一組の部尿です。愛
知県の県貸住を受けた時に私を蹴散らした、
明倫中学の級以か刷級以をやってたか沢術が伐を迎えてくれた口
僕は蹴散らされたやつの部屋 入っていった。
一年ぶりの避遁です。もう一人は鳥取県の先輩が、たぶん青
森の人の而倒をはていたと思う口
その同人で住んだ一
U
さすがに令指制というのは収派なもんだなと。日門部
屋がちゃんと」部原あるし、隣 は寝室がある。蚊の多いところで季節を川わず蚊帳が的つである
c
ベッド
がちゃんと四つあって仲良く寝られる。ところ 奈川りと．
J口って、一泊を、つんと飲んだやつが．つ‘つ部保に
米て「おお、大歓迎」とっこっちが扶妙に行くより光市が扶持してくれる。
「よく川文占院に米た。
これか
らとっちめてやるから」。えらい学校だなと。最初そういう経験をしたら、何と鳥取県の山本宏さんというのが傑物で、
その上級生の先前述中を捕まえて山’打に正断し、
「この時川に何事ですか」
とやっちゃった
D
先輩はいっぺんに酒の酔いが吹っ んだ
D
「あそこに行ったらあかん。あの部屋に行くとい禍を飲んだか飲ま
んか分からん」 、それから来なくなった。山本様々です口私が資制りにやられなかったのは山本様 おかげです。
非常にいい部屋に入った。
まあ相当荒っぽい学校です。寮雨というのがある日全寮制の寮に一雨が降る。これはもう説明しません
τ
恕
像してください
c
たいてい当たるでしょう。京の．刷です。もう．つは険伎の川し飲み。険伎と一
11Hうと洗而総
です
c
こんなに大きい。禅を洗う時も洗耐器。靴ドを洗う時も洗面総。お顔を洗う時も洗而滞。垢がずっと
回っている。それにおい泊をバ
l
ッと。それで飲めと一一弓つ。先輩が持ってきて飲めと三一円、つのに要らんとは言え
、‘、。＃’匂し
いやいや飲む。
私は白川川りと険佐飲みが無かった口
たぶんあそこへ行くと酔いが限めるという山本宏
さんのおかげ 、それを自分では経験していない。ところが柔道部の同級生が要らないと言うのに飲まされて、仕返しだと一一．一川つであることをやった。
「先
mm
に安らないものを蝋から被せられて黙っておられるか」と
一一一一けって わが同級生（相当件くなっ やつですよ）が何をやったかという は、あとで根掘り葉掘り聞かれるならしゃべりますけど、今はしゃべりません。大学生活はそんなふうで、本当に凶際都市だなあと思ったのは、段々の学校を山てずっとベタン路を歩いていきますと、霞飛路というのにやがてなって、それはフランス租凶作です
c
英国税界のほうは南京路と言い
ます。それからガーデンブリッジを越して くと虹日 いうのがある。・
4．つの大きな雌り場があった
c
その
中に公附もあ ばいろんなコーヒー店もあれば
何でもかんでもある。
凶際都市ですからハイレベルです
σ
ハイレベルばかりかと思うと「魔都」上海ですから、
ローレベルの食うに食えないようなやつでも食える
ところがある。私 食うに食えないやつを食ったことありますよ
u
洋市引きが食べる湯麺（おっゅの入った
組）を虹日マーケットと こ で、どんなも 食べ るんだろう 思 て食べたら、とてもじゃないけど食えたもんじゃない。ギラギラの脂が浮いてて。まあお金を出 た以上食ぺちゃいましたけどね。向こうの親父が、学生服を祈たやつがよくこん ものを食いよるなというような頗をして見 た。そんなレベ
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ルの食事もあれば、
本当に王様のお料剛山みたいなな派な小華料瑚もある
c
ピンからキリまで、
川県いものを探
すほうが難しいぐらいです
c
なぜ「・脳部」上海かと一一弓っと、この頃上海に行かれる方は浦東というところへ行くでしょうじ浦東地以、
此浦江の東側ですね。あそこは我々の行った頃はススキ野原で、何とそのススキ野原から生まれた男が社川笠、京日制紅封巾の親分です。 れが 学生時代、同時代にいたんです。中岡のヤクザですね
c
すぐ裏側に
アヘンがくっついているような。その弟分が大叶一作（ダスカ）と う有名な、歓楽街をビルにしたようなところを作った。もう一つ新世界（シスカ）という もある＝そこへ行くといわゆる昆劇とか越劇と いうのをやっていて、
中川一請がうまかったらこいつが分かるかなと思って敢えてはたことがありますが、
これが分
かるようなやつは大した ので ：どっちを向いても い、ピンでもいいし リでもいいロ ういう附の中なんですねに
それから私が人間をはる日が変わっちゃったのが、
ト問点を広いてたら火性のくせに・外のドにヒゲがあるん
ですよ。骨格と一．一一口えば男みたい
c
お尻だけがポタタン、ポタタンと女性のお尻をしてる
c
白人というのはハ
イレベルと思ったらあかん と。民族とか柿族によってハイレベルとか低レベルというのはない
c
小川人を
見る時だって私と同じレベルでフラットに相手を見る。そ 中から良 やっと悪いやつを見分ける。種族によってお前は良い郁抜、こっちは認い種族なんて、絶対世界にはあり符な うことを感得した。人間を見る時にはお同制がどうの か、県いとか黄色 とか白いとか．ゴ口 見 けるものと述、つ
c
本当に付き合つ
てみて、
いやこいつは大したやつだなあと思ったら、黒かろうが何しようが脱相すればいい』それを学び
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取ったのが上海です。これはあとで仕事をする時にものすごく役に立った。
伐は小凶人とは上海にいた則間だけの小さなお付き合いですが、
小国人というのは頼りになるなと思った。
いっぺん訴して「ょっしゃ」と引き受けたらその通りやってくれる。だからインドネシアで所長をやった時に二人中国人を本物にしま たけれども、向こうも存んでくれた。私が試験官で採った男が」人前になりまして、もう一人はよその会社で勤めていたのが、
「所長といくら話しても話がつかない。こんなに安っぽく
見られた
c
私はこれぐらいの給料をもらえる男だ」
「よしお前の一一けうことを信じてやろう。だけど待てよ、
お前があの一所．
hk
の下にいるところを俺は引き抜けんよ。もういっぺん子けいたいことを所．長に一バってみろ。こ
れが最後ですよ、この給料をくれなかったらバイバイですよと一一司ってこい
cid
ってだめだったら俺がお前の
言い値で採ってやる。だけどお前が向こうを蹴 て俺の ろへ来て、僕が知らんよと言ったらお前は宙に浮いちゃう口それがお前のリスクだ。俺 信じるならやってみろ
u利子の所長と附略してこい」。それで防．
時して辞めてきました。そうしたらそいつ 見事に働いた口インドネシアのボゴ
l
ルというところには機械
を動か 織物をやっている繊維会社が一
O社ぐらいあるんですが、それの総替えの時期で、
J社梓えたら
負けたらいかんというので一
O社が令部総替えした。大商いですむそれで給料をやっただけの元は会社に返
した。
だからその二人だけは僕が
OK
と一百って．人前の中同人にした一一人なんです
D
一一人ぐらい本物を作れ
たからまあいいんじゃな かな
c
インドネシアで」需大きかったのはプルタミナという．
1灯油の会社です。僕はインドネシアに行けと言われ
てからインドネシアの勉強ば りして て、語学の勉強はあまりやらなか 。中国語 はあんなに苦労し
23 在、の点張！”l 文11t院大学時代
たけれども、
たった．
K000
訴しかないインドネシア訴は行けばできるだろうと思っていた（
けれども仕事
川 t ，『：：院，U念 tU ¥"01.. Ii :ti 
のほうが忙しくなっちゃって勉強なんかしている暇がない
c
上海で英訴をやっておけばよかったけどあまり
基礎的にやらなかった。中国語も同文書院で中途半端で終わっている
c
困っちゃったこ社長を直接口説けな
いないので、社長の右腕の中国人に
H
をつけた。中凶人のミスター・ウトモ。
「実は俺、気持ちは急いでる
んだけれどもあん の社長をょう口説かん。あんたちょっと阪を貸さんか」と
c
AH
ゴルフゃっただけです
よ。それでも来た
c
私と女房と、おっちゃんと、その
K
房とで．日ゴルフをやっただけで、大きな仕事がパ
ンときた。ジャバ’品にパイプラインを敷く、
川千億かそこらの仕事だったかなれ〕それぐらいの金制で驚くか
と、ゃったわけです口
そうしたらシェルという会社がプルタミナにはくっついている
c
それをけい的訂作が新
しい市勢でやられたらシェルとして困るうプルタミナの長い付き合いのシェルが妨害に出 来た
c
新規参入
組の弱さで本件は初動作業だけですぐダメになったしかし本件はプルタミナに日尚岩井は大規模な仕事でも起川山米る会社との印象だけは納付けた口
ILM
けru
（液化ベ然ガス）と
... けって、
日本でインドネシアのプル
タミナの
LNG
の大仕事をしたのは日尚岩井です一）それをやったのは海部八郎と担問淑人というて人の功績
です
c
そのお締掛り役をやったのは伐と一一日えるでしょう。
この日尚川行汗のインドネシア
LNG
輸入の大仕事には、
私にとっては
F
恕もしなかった結末があります口
私の同期にシンガポール 航常隊に配属し が飛行機がなく インドネシアに医薬品をたっぷり携行して宣撫工作を命ぜられ、
戦後も現地に残ってついにインドネシアに刈化した人物ムハンマド’
H川正脱がいます。
彼が戦時中近術．一．述隊、五述隊と行述 があり、
モスク側に沢山の．化似貯を山し、
結い川は焼失したインドネ
シア、
アチェ州パイユ村の川教寺院（モスク）を一円建するがを．棉の使命としてやりとげようとした。それ
を同じ旅順中学卒の田中上と私が日本から応援する事にして福友会全員から応援を受けて近衛組、だけでは不比していた法令を渦剣山にするがに成功した。附和六．
1．年六川九日には現地で竣仁式が行なわれ、
．M
友問
期一六人 含む総勢六二人が現地訪問し、大歓迎を受けモスクの一室に白川・同中・倉田一二人の大きな写真が功労行と 永久保存される となりま た。その旅行の途中、山川の’
H晶子が幹部社はをしているアル
l
ンの
LNG
基地を訪問する事が旅税に組まれました。日本人の寄付で出来たインドネシア唯．のモスクも不
思議なら、その附に予恕もしなかったアル
l
ンの
LNG
見学も不思疎な印象だなあとつくづく感じました。
昭和一九年の五月一四日に湘桂作戦に参戦しました。武
HH
から出陣しました。私は軍隊でちょっと同文
KH
院らしく怠地を振ったもんですから乙幹 なっちゃっ 叩幹になって死のうと思っていたのが述忠く乙幹になった。乙幹は戦線に駆り出される。五月の一同日に山て、私は途中でいらんことを ました
c
徴発
があった時、他は体が弱いからなと思っ 応力の付きそうなものを自分の市袴（ズボン）
の中に隠した。そ
れを戦線で食べたら大下痢をやっちゃった。長沙戦 前に戦列から脱されて野戦病院に入って日の前が真つ附になりまして、何をやってるか全然分からなくなっ
c
式決大学に総合病院があって、そこまでトラック
で述ばれたと思います。長沙から武
HH
まで護送される
c
途中何があったかさっぱり分からない
uそこを退院
した時にはもう戦線は全部終わ てまして、長沙で激戦、術協で大激戦。これは日露戦争での奉天の大激戦より大きい。
日本一点・が←一六万人山ていて、
．長沙戦に参加していたら多分戦
その戦闘でだいぶ失うわけです。
死していたでしょう。結局杭林 で抑せ押せで行っちゃう。私は病院に入ってたから、桂林の部隊をあとで
夜、の件！ •m1,;J文ll~院 J..;.··;::11.y 代25 
追っかけるわけです。追っかけて杭林まで行ったら、
晩泊まっただけで反転だと．パう。
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あとで分かったんですけれども、上海地区へ陣地を作ってアメリカの
M
問（タンク）とやり合うと。上海
に上がってくるはずだからそれを容距離で撃てば、
一か所だけ
M
問に穴が聞くところがある心それを狙う。
もし失敗したら地前を持って竹竿でボン
c
どっちみち死ぬわけです。その附地を作る。そういうことで上
海に反転する。行きのほうは途中 病院に一民っちゃったけれども、治ったなと思った時に准尉さんが「俺に付いてこい。以隊を追う」。ドししれが・：人
c
五人でチ
l
ムになる
0・長沙で鉄怖が岐れていて、そこを通る。
鉄道隊と」口ったら兄貴の部隊だ
c
鉄道隊は日本で
F葉の一連隊と二述隊しかなかったから、兄貴がおるかも
HHBLν
じ
んrA44JJ
「小隊長の名前は何と．一パうんですか」
「白川公一さん」
，．
Ad
－－
at
，、、‘、，
u
hHL
カし之
准尉さんに許可をもらって
日ん坑と会いましたと戦地ですから水午の肉 ステーキにして食わし くれた
c
そんなことはどうでもいいん
ですが
f今度はけん此が「髪の毛が仰びとるぞむ刈ってやる」。その時は嫌だったですね
c
この戦争だったら
どっちか死 じゃうだろう〕その比此がペタベタ私のげ筋を触ったり以を触ったり、散髪してくれる
L
もう
ちょっとさっぱりやれんかいな。だけど兄 ほうは情愛でしょうな、弟がこれ 死んじゃうと己兄貴とさよな‘りしてもまだ触られたあとがベタベタ て
c
見れは俺の授の毛を将校の胞に奥深くしまったか、
いつ？で
．思いに全部拾 ちゃったか、どっちかだっただろうなと
c
それで部隊を追っかけていった。
その時の部隊で准尉さんがバカでね、
長沙の兵却を山たすぐのところで正に折れて、
一車公路を二川ぐらい
離れたんです。
そうしたらぶ側の七子のところに慨阜の的かなんかがきれいに植わっている。
僕のほうがは
るかに中岡助がありますむこんなにきれいに畑ができ るとこ は敵地だ 准尉 モ
I
ゼルを持ってるかも
知れないけど、僕等は辿恨銃のパンパンとやるピストルを持ってるだけ。
J－八の騎銃を持っている。そんな
ものでもパッと凶まれたら終わりですよ。この准尉はバカだなと思った ど、持さんおわかりでしょうが、この地が毛沢東の出身地ですよ。やっとそこは無事に出て、ずっと追っかけていった
c
戦線に中国人の．止規
，Kハの死体がある
c
平が背く生えていたら
「平むすい版」
です口
あれ、午があるなと思って行ってみると、
や
は
り死体がある。三遍ほどぶつかった。五人ともみんな殊勝な気持ちです。中国兵だと言ってもやっぱり日本人は子を介わすむかわいそうになと
0
・一．体日を見た時にはうんざりして、もう山てくるなと．一一一けってお祈りを
する
c
そのあとは出なかった。それで中隊へ帰った。
桂林のすぐそばに白沙甫というところがある。そこへ帰って「倉問候補生ただいま原隊に復帰しました」とやったら、伐が野戦病院に入る時に送ってくれた伊藤町長というのが伐の足ドばかりけんている
c
変なおじ
ちやんだなと思って、全部済んでから「曹長殿、何で私の足下ばかり見ているんですか」
「いやお前知らん
のか。
ここは戦線だから化け物話のデマがいっぱい出る。
お前化け物じゃないかと思って足が付いてるか付
いてないか見ていた」。
と．一司うのは伐を野戦病院に送った時にこいつは死ぬと思っていたと。
それほどひど
しろと。ところが中岡は広いですよ。松林からずっと北上する け。
一つずつ町が変わったら言葉が変わる。
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かったわけです。それがよく生きていた。それで帰りの、今度は上海へ行く時に、何と同文書院生の語学力が日われてしまった 軍隊の設件をやれと。泊まるところ、泊まる ころ お前が交渉して泊まれるように凹
OM
ぐらい歩いて、今日は へ宿営となって、しゃべっても、分かってくれたのかくれないのか分から
ない。ちょっ の尚 うちに設併しま から、タト刀になってもし述っていたらそれからあわてりゃいいと
'!.1 
思って、．
1泌川じことをえうことにした仁俺がやってもらいたいこと、れらがやったらいかんことを。わし
ら実仰を持ってますよ、だから変にちょっかいを山すなというようなことをしゃべるわけです
c
それで夕方
になったらちゃんとできてるんですね。而向いもんだなあ、同文書院の北京官話というのは全凶に辿ずるんだな
c
向こうのしゃべることがこっちに分からんだけだということで、出似合に失敗したことはなかったです。
白沙甫から北上する問、
一六
1
一七歳ぐらいの正規兵の捕虜の耐倒をお前が見ろと言われた。中国語がで
きるし、何かこいつがゴネ もお山別だったらやれるだろうと口一私も考えてこんな行いやつに泣きつかれたら怖が移って まあ．人ぐらいいいか 逃がしたらえ いことだ
c
こいつが大事だということは日本にも捕虜
がたくさんおるぞ、
こいつはえらいタマだから逃がしちゃいかん「．小山需には、
俺がねてる川お前こいつを
逃がし らパアだぞという とで旬晩、それが．前怖かった。そうしたらこっちはだんまりでしゃぺらないし、その捕虜もうまいこ おしゃべりでな
U全然黙っている。私は優しい班長さんよ、ということだけ態
山で分かるようにして、
あとはしゃべった‘り附に引かれるから心
日比小
Y
牛」串
μ川件、むし
rly
』J仔斗ハ、
Jil
--
Tlalil 
仰向
rr
江に近いところ
です
c
そこに行ったらやっぱり捕虜を早く出せと．一日う口すぐに捕虜交換です
D
捕虜と一緒に全行程ウシちゃ
んの耐倒をはた。 れを長沙に行 たら抗ち 解体してみんなでお食べになった
c
．化散をはたらジストマと
いう吸血虫がダ
l
ッと付いている亡戦地だなあと思った己
これだけ吸血虫が付いてる肉だってたいてい食べ
てしま 口自分も食べさせられたけれども。
上海に移動する問に、
川均
f
江の近く沖浦線にある俳昨
（バンプ
l
）というところでカ
l
ティスホ
l
クに
狙われました
c
それも述がいいんですが私の三
om
棋を弾が飛んでいった
c
狙われたと思って大慌てで起
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きた。ところが野砲隊ですから長靴を版いている。滑って畑が・ャ忘れない。五、六歩行ってまた伏せた。また．一．
0
仰のところを弾が飛んでいく。麦の穂がパッパッと飛んでくるのが分かる。あれがもし当たっていれば
今の私は無い そ で二等兵が戦死するのを見た。軍隊で初め 人様がお亡く りになるのを見た。私が日をつけた中国の民家に入っていったら、機関砲というこんなに太いのがあった。弾もこん な で、あれに当たったら、かすっ だけで腕 折れてしまう。私にピッタリ当たっていればあの場で粉々です
c
何でそん
なところへ私逃げたのか。
山角に逃げないといかん。
初年兵はこれだから附る。
飛行機がこう米たら、
機が撃ってくる線と直角にできるだけ遠くへ。これが基本なんです 私は飛行機 撃ってくる線の前 見える民家へ逃げた。
私ではなく機関車を喰った。
機関巾に穴が一
O
例ぐらい聞いて矧
飛行機は何を喰ったか。
が立っていた。あとでああバカだなあと思った。この線に逃げれば弾が飛んでく のは当り前だ
c
二同で済
んだからよかっ 友軍機がカ
l
ティスホ
l
クを追っかけたり
カ
l
ティスホ
l
クのほうがはるかにスピード
がある。こっちを狙うぐらいだ 友軍機をパシャパシャとやればいいのに、お命大事ですよ
c
友軍機が
やっと追いついたと思 ら逃げていった。ということは遊んでるわけ 。我々めがけてパタパタや 、遊んだあげくに逃げていく。
それぐらい戦況は我に非だった。
軍隊に行く時、ああもうあかんなと思った。私は商船学校を狙っていた時代があったので、郵船や商船の
名前をたくさん知って た。学徒出陣するなら現地入隊が決って の 親元に技拶 てから行こうという説が勝って上海丸に来 た
D
それが揚子江を出た途端に軍用船にぶつかり、上海丸は沈んでしまう。軍用船
に乗り移った時、
バカな水夫長がいるもんです、軍の秘密をしゃべっちゃいかんのに、
ベラベラしゃべるか
11是
lr 
在、の＊亜l•i）主占院大’判i.rn29 
ら伐は船の名前を一五
1
六次々に一一ゴけったら、
あれはどこで沈んだ、
これはどこで蝋沈した口
最後には「れ
lsiJ X: 井院，k~念 iU ¥"<H .17 :m 
らも危ないんだぞ、この市川船の
J帯ドには燃薬が梢んである。
アメリカの魚．市がポンと－当たればてつに折
れちゃう。まあ俺は海に五回放り出されたけど、やっと命があるんだ
c
戦争なんてそんなもんだ」。これで
日本の、海のほうの状況は全部分かった 市隊に入った時．需最初にああ、これはもう俺は．化ななきゃしょうがないと思ったのは、」：八式歩兵銃、
・ゴ＼炉、
kJZLo
一／孟
w巧企沈
騎兵がやるのはい奴く、
歩兵がやるのは長いけれども、
みんな明治三八年の銃です。明治一一．八年の兵器で戦争するんですから、よっぽど国民はおとなしい。
一銭五
一州『行集令状）で「行け」
と．
1Hわれて、
「わしゃ嫌だ」
という人はあの頃はいなかった。
それをけくけんて兵
保のほうに力を入れなかった が日本の軍隊です台だから三八で戦うと知 た時に僕は、これ もう生きて帰ってこられない、というのが軍隊 の覚悟でしたり
上海のすぐ近くの宇家七というところで
M
附とやると・パう
c
今度は陣地作りの打力の隊．長が私なんです。
苦力の隊長だから「ご背労さん、ご苫労さん と中国語 、司ったらよく働いてくれ 。何と二一一口うか人気があった己その時
M
凹で僕はいかれてもいいけど、村の人述も巻き添えになるのか。どうにかしてうまく逃
げてくれんかなと。
やっぱり同文占院だったらそう考えますな。小凶を愛する気持ちと、
日本を愛する気持
ちを半々に持っているから。 んな野砲ぐら
M
四がどうやって押さえられるんだ、たかが知れてるなと
思っていました。それが私の軍隊の最後なんですね。
それで八月．問日になった。
郷．長が来て、
lj I 
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兵隊に分かったらいけないから
「リ
l
ベンチユ
ンウ
l
ティアオチェンシャンプーラ
（日本軍無条件降服了）」と古われて、分からなかったむ何を「一一口ったん
だろう。もう一遍言ってくれと。二凶一．一日わしたら「ウ
l
ティアオチェン」が分かった。・無条件。一一一遍日の時
は分かった
「危ないから気を付けて帰れよ」。衛兵を下脅して中隊に一反ってきた。そうしたら十日年次兵が
「班長は中国語が分かる。私のやつは半かじり。班長に線認すれば負けたかどうか分かる」と、僕に聞きにきたわけです。僕はパカだから「お前も聞いたか」。そう 班．
hkが確認した」と中隊へ帰ってワ
l
ッ
と一言った。合同班長が確認した。
日本は負けた。もう一気に兵営の中は泣きじゃくりですよ。
「何のため
に友達を殺し んだ」 それで僕は泡食っちゃって、
一五日は謹慎です。中隊長にコラ、と引っ張り山され
たら、戦線で兵隊の士気を落としたわけだからどんな日に会うか分からない。ピリピリしていた。そうしたら一五日が無事済んだ。
「実は玉音放送があって、非常に聞きづらい放送だけ
一六日に初めて中隊長から、
れども、裂は日本はポツダム宣言 受けた これはもう雌必してよろしい。ところでお前ら現地除隊をしたいやつはおるか」。私は手を挙げた。
「お前ついでにみんなに挨拶していけ」と言うから、
「一車隊では砕き
んにお附訴になりました。しかしこれから 私の天下 すよ」。同文古院。天下。偉そうにそこまで、一一口って「さようなら、
みんなも一刷版れ」と。そうしたら中隊で阪をくれた。町内に乗って合川を川て．
h
、六歩行った
時に気が付いた。俺 今拳銃を持つてない。手摺弾も持つてない。二一八式騎銃も持つてな 何も身を守るものがない。
スットコドッコイの兵隊の格好で上海に一反ったらシユツとやられるんじゃないか。ところがそ
こでまた同文書院。こんなことで怖くなったからと中 に一民っていくようで 同 書 じゃない
c
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で行った。途中で馬を返しちゃったからトラックで。そうしたら蒋介石が「以徳報怨」。徳を以て怨みに報いる。日本人というのは恨め だけれども ここ 徳政をしくと布行 。それが効いて上海は忠つ
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たより安定していた。
上海に入った時はまず大学（交通大学）を狙って帰った。そうしたらみんな同じですね。向こうに着いて
みたらもう三
01
問
O
人いるんです、近いところから帰ってきたのが。その時には本間学長には会えなかっ
た。会おうと思えば会えたんでしょうけれども。軍隊同・仁で帰ってきて「ゃあやあ、
よく生きてたな」とそ
んな話があって、海軍の酒保に顔の利く人がいたのでウイスキーの良いのはいくらでも入ってくる。
一か月
も身の保養をし 。そ したら本間学長が突如現 て、
お前らはすぐ
「ぃ父通大学が学校を返せと．一パうから、
移動することになっ 」コその時本間学長とい、つのは 偉い大人物だなと思った。余裕綿々で 何が起こったって驚かん児だなと。
点目年会館というのは本当は
我々は川立してくれた虹日のほうの古年会館に移った。
武徳殿と
JJコ口って、砂川ぱ祭や隙戦隊と同文書院が
4絡にやった、剣道も柔道もできる道場です。本間学長が「お
前ら一つだけ忘れてはいかんことがある
c
俺は学長だから、
H
々の飯がない、金がないとニ一一けって凶らせる
ようなことはしない。それだけのことは俺がちゃんとやるから
c
しかしそれをのうのうとして、遊んで食つ
てなんていうことは許さない。今日から働きなさい
D
金をとる仕事をやれ。敗戦の民だよ。その気持ちがな
かったら学校生前をやって て 無な味だ」。それで私が子を挙げ 、
「たぶん川本人は凶っていますよ。
日本人は管理されているん から、管理事務所に申請古を書かないとい んでしょう。翻訳所を作る」。
0
K
と言、つ
D
「それから新聞が読みたいでしょう。新聞班というのを作る」。それも
OK
。まあ一人で二つも
できるはずない。
「私と向川実（僕と同期で、京都の桃山中学）
の
.. 人で引き受けます」と。
本間さんの許可が出て、
日僑管理事務所の隣の車庫が空いていたので、そこで翻訳所をやった。
「お前
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と一汁われた人が上海にたくさんいた。
あそこは共政市と同山川市がト．海を取り合って
仁場は返せ」
いたので、こっそり夜中に米て機械が使えないようにしちゃう。国府軍のほうに工場が行ったら、すぐ稼働して力になるでしょう。それをさせないためにネジを外したり機械の主要部分を取っていく。工員を放し、仁肌吻も岐収されて動かすのをやめた人が行則一所に
「昨日収するんなら引くやってください」
と山・泌するい
実に来て機械が稼働すれば、私が見ている前で工場が動きます
Q
私が作って子供みたいにかわいがっている
工場が、こんなふう 泌俸に入られて使えなくなっていったら、あんた述に波せない
Jm
く持っていってく
れ、ここに米て働い くれ。私も工貝を失い機微もお返しし ら食べていけない。
日もけ十く日本へ制して
くれ」と。 ういう申請書を持ってくる人には我々は只でサービスする
c
矧草もあるしお菓子もある。その
代わりそういうのでない人、
紳上淑女、
その人述はけ本にお金を持って紛れないことが分かっているから札
束です、ポンと
c
稿料は決まってますからそんなに要らんと言ったら、
「あんた述学生でしょ、持っときな
さい《》
そうしたらそのお金が役に立った。
翻訳所に行くと
d杯
新聞班とか若い学生が、
何かの役に立つ」。
飲めると、夕方になる 自然に集まっ くる。すぐ近 に虹日マーケットというの あって、そこで．晩ずつ次々に中華料理を この店あの店と回る。そうしたら本間さんが結局、
「日本人はみんな帰ってくれ」と
いうことになっているから
年・
44川．頃川を組まれた。
その時本間さんは学籍簿とか何とか学校の主要な
北川知を全部みんなに持たせて日本にお帰り なった
c
私はちょっと速い親戚がもう一人上海にいたものです
から、本間さんに「悪いけどこっちの而倒を見てい ですか」と言 たら「ああ、 う うことなら君居残
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日本へ帰ったり
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日本へ刈った川町、
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川くれた一
U
日本は市を食ったり本の皮を食べて生活してる
と上海で聞いてたものですから、博多はどんなところだと。何と銀メシを駅弁みたいに売っている
c
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川です
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川も持っていたからいい気になって使ったりそれで銀メシにありついたけど、一凶が
冷えてみたら二
0
・分の一弁当に使っちゃったわけです。あとの一九
OO
円は絶対予を付けちゃいかんとベル
トにしまいこんだ。
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それで山本に帰ったらお袋が、大阪は全興を交けてますから、
然なくて、もうそろそろ死んじゃうかというような燃伴した栴好に比えた。ここが思い切りの時だなと思つて、
「川文川院はご昨労だったから京大と点火と神
μ大学と．俄大学が受け入れる」というニュースが人つ
ていたけれども、
いやもう勉強じゃない、家のものを食わせるのが先だ。また翻訳をやっ－
Fごり、私の友達に
ちょっと点がかったのがいて、
小川の資料がいくらでも人ってくる。
日本で翻訳するとこれほど切ないもの
かと思った。古いても書いて ほと ど金にならない
中凶料理を毎晩食つ
私が上海から帰ってきた時は、
て、飲めない例を付き合 て、九
O
同にまで太っていたョ大阪に帰ってこっちの倒択をやりだしたらみるみ
る痩せて六
O
同ぐらいになっちゃった。
LハO
匂になるとさすがにアルバイトする元気がなくなる。
私のお制
父さんを知ってる人がどうしたことか私のところを訪ねてきて、
「実は私の娘の卒、王は日・附という会社の専
務をやっている。貿易会社だ」。貿易と聞 、あ、また中国と縁ができる、貿易なら海が波れる、それなら受けてみようというこ で受けにいった
D
そ、つしたらその
H
に保ってくれまして、それから今度日尚の社
H
生活三日商の社
HH
生活を訴すと長くなりすぎますのでこの辺で
「お前こんなことをしゃべれ、ここんと
こが抜けでるぞ」というのがあったら．つ二つ《
J
和
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｛司会】
ありがとうございます。
同文書院で府われた精神とか、
lH 
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そういったものが爺隊
生活あるいはその後の日商岩井で活きていったというお訴をいただきました。持さんの中でこんなお話をまだ何いたんだけれども、ということがありましたらぜひリクエストをお願いしますコ【大島｝
愛知大小川県川川文占院大学記念センターの研究
μ
をしております大山と山・します。ちょうど批近
書きました論文を今校正中でございますので、今日の倉
m
さんのお話と関係するところでできれば一つ二つ
教えていただきた と思います。今お話しいただいた壮大な問題に比べますとやや制かい話なんですが、問O則から四三期までの同文古院生がいずれも回顧録で書いていることがございます。それは学風論争という。つまり実学派かアカデミー派かの論争が、学生を中心に行なわれたという話があるんですが、それをご存じありませんかは｛倉田】
学風論争なんてことではなくて、同文書院というのは赤裸々な学校で、風呂は一緒に入る、飯は
J絡に食、っ。隣のやつが左と言って、こっちがおと古う、それが一緒に飯を食、っ学校ですから、そんな分かれてというのはないと思います。【倉田｝みんな大学らしい大学にしよう いう、
それはもう間述いないです。
どっちかと一一はうと小川訴が
位、の束ifill,i）；主，1rn記 ）.；：｝：時代
【大島｝それは結構なんですが、そのうちのアカデミー派、
つまり大学らしい大学にせよという人達が。
まずいんでしょうな。あれが重くのしかかっ るんです、同文書院に 日本で勉強してきでないですからね
c
同文古院で中国請が六
O点以下だと落っこちる。私、愛大に学籍簿があったので無理してもらったら、
小川訴しハ
O
とかしハ五です。
低小川
1飛行ですね。
台湾の人は小川一請を褒めてくれたのに。
:JS 
｛大島】分かりましたっ
そういうぷが
その時本・問先生がアカデミー派に大変い刺されて頑張ると・
4・・Hうか、
什一Hかれておりまして。｛倉田】本間さんは最初から学長になるおつもりでいたら、
欠川七太郎さんが非常にいい学校だと、
什伯仲右すぎるじゃないか、俺にもうちょっと学長をやらせろよ、というような採附気でもじもじしておられた。そうしたら本問先生も、一一年の約束で来て二年はちゃんとやったし、大学昇格のお膳立て 俺がやったんだから、
そうやってどうしても泌りたくないというのがいるんだったら俺がバイパイだよと・パって、
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んかに行っちゃうんで ＝そいつを我々 則は血判を押しませんでしたけれども、
間一期ぐらいからの述中
が、あれだけの大．
kが米て大正に制られちゃう、
これからアカデミックになるという川にこれはえらいこっ
ちやというので、
．0
数人で山判を押して、本間さんのところへ行くんです。
｛大島】
そのあたりのことはだいたい知っておりますが、
では端的に質問させていただきますと、矢川じ
太郎学長は、
学生からどのように評価されておりましたかい
｛倉田】
矢同さんというのは案外かわい ところがあって、運動会なんかになったらウサギみたいにピョ
ンピョン跳んで、
学生と．絡になって騒いでおなけびになったところもあるけれども、
あの人本吋に総術事か
なと、
いったいどういうお力があって孜々の学長になってるのかなという、学生からはクエスチョンマーク
の付いたままの学長だった。｛司会】
よろしいでしょうか。
では後ろの万。
｛平田】
今日はお話ありがとうございましたこちょっとお伺 したいんですけれども 先ほど子科全寮制
本
lJ 
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｛倉田｝と何ったんですが、そうすると本科と．バうか大学のほうへ人った時は資制ではなくて：・む
いやいや大学も全寮制。
｛平田｝
そうしますと昭和二
O
年八月．五日に負けましたよね
c
そしていろんなところから帰ってくる白
それから上海交通大学から明け波しの．要求を交ける。
』（［
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の
そして上海行年会館とおっしゃいましたね、
｛倉田｝そこは住むところがないと忠、つんですが、皆さんどんなところに住んでおられたんですか。
武徳殿といいましてね、引が敷いであるんです円柔道場ですからこれぐらいの大きさがありますの
｛平田｝それにいろんな施設が付いてますから、あそこで制労のキャパがありました
c
それからもう一つ。合同さんがお入りになった頃の同文書院の予科は一学年何人ぐらいでしたか白
｛倉田｝
小附
HM
業さんがこの間こんな
ι
派な本を山した小に、
川文
hド．H院を川ヤにしてものすごく．止雌にい．
H
いておりますが、あの中で一か所だけ小崎さんもどこを見ま たかちょっと違うなと思うのは、我々の川一
J
部で一八五名。則は．七一二名がいわゆる同文古院プロパ
l。そこへ一二名、内地の山中川学校を川られた万が入ってきて、ん七
小崎さんの本では．五
O
名になっている。
｛司会｝｛小崎｝【倉田｝
小崎先生のほうから。
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いやいや、僕は．七
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一七三名に一一一名を日比すと
a八四名。
【小崎｝それは予科に入った時に一七．一名であって、人ってきた。
学部に進学する時に日本の専門学校以上の修
f
者が
【倉田｝【司会】｛平田】
あんたのやつ俗、昨日読んだんだよ。よく内いであるなと思って。ここの数字だけ述、つの。はい、ありがとうございました
c
後ろの店もう一間何かありますか。
先ほどのお話の小で、
要するに公的で行けたわけですか、
書院には。愛知県が三名と一一一一口われましたが、そうすると〈王国の都道府県で人数を割り当てて成績順に取った
県費生とおっしゃったでしょう。
｛倉田】んでしょうか、それとも
A般の旧制尚校みたいに入学試験があって成総のいい者から取っていったのか。
激しい成績順です。ものすごい激しい成績順で、しかも私が説明したように、級長も副級長も
やってなくて点数だけで通ったやつより、級日比・刷級以をやってるやつのほうがト．なんです
c
と．バうのは県
にプライドがあるわけで、俺のところは級長も副級長もやってないよ なボンクラを送ったわけじゃないよと。こいつは刷級長をやってるな、こい をやってるな「点数では伐に負けたって、こっちを取ろう【司会】というぐらいの、
では．帯前の万。
｛渡辺】
一種のプライドを持っていた。
よろしいでしょうか
c
四割は内地からの落ち武者組ですね
D
みんなで淵を飲んでいて自己紹介をする時に、伐の同級生の一一」竹とい
私迷実は愛大開校の時の学生でございまして、だいたいクラスの六割が同文書院、そしてあと
う男が何度聞いても「上海同文書院の専川部の一一．竹でございます」と必ず一一日うんです。確か本科と専門部が
jiJ 
又
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【倉田】あったと思いますが、東京の早稲川大学とか明治とかいろんな学校はみんな専門部というの 隠すんで ねむ【渡辺】
同文書院の専門部の人は「我こそは同文古院だ」と。み一的り高い
c
そして何と言おうとも専門部を繰り返しておりました。この専門部で卒業する比率と、
学部へさらに編入されていく比本と、
なぜ専門部はあれだけこだわってプライドが向いのか、
私は疑問だっ
たんです。｛倉田】
政々県山川住ゃなんかで入った組のあとから専門部ができてきましたので、どっちかとえうと孜々
より上のクラス、大学プロパ
l
に入ったやつのほうは厳しい試験で、専門部は専門部なりに若干ゆるい試
験の中で入っ じゃないかというようなニュアンスを、県費生なんかで通った述中がちょっと匂わしたような形跡がある。それに対する専門部のものすごい反発があったの俺らこそ同文書院だと
c
あれは泌友会
と一一一一口って我々は全部をグループにして上海の友達と言った口
「一掘」というのは本当は「魚鮭」
魚を入れる
能）の怠味です。そいつがいつの間にか「上海」という意味になった
c
上海の友達の会ということで、川文
来日院を出たやつは同窓会にオ
l
トマテイカルに入っちゃうのその連中からすると、大学も専門部も一緒だと。
同
じ「一悩友」
じゃないかという気持ちで受けたけど、
とやったものだか
あまりにも専門部が
「俺はし県川部」
ら、片や予科大学で片や専門部、同じ四四期 もちょっとこうなるようなことはあった
c
まあ専門部の方が
特に戸を大きくして
「俺は専門部」
と・
JJHうのは分かりますね。
｛司会】
ありがとうございました。
｛池田】
私の父親は附和八年に束亜同文古院を心卒業した二九則生でございます。今
一一一日よろしいですか
D
先生のお話を聞きまして、私が自分 ことを「ポンキユウ」と言っておりましたが、それは先生どういう意味なのか聞かしていただきたいと思います。白分のことを「レイコがね」と．百う前に「ポンキユウ」と言わされておりました。
在、の束唱~r司文.•：：院大学u,rnE- ??
【田中｝
先生、地名で「ホンキュ
l」というところはありますねり
｛倉田｝ホンキュ
i
は「虹口」と書いて、
あれはス
｛池田｝
日本人街です。
ああそうですか
c
主人と結婚しました時に
一一寸
お
IJ 
同・文台院とれ慢するな。
川文引け院、
優秀には述いないけれども、
中同中を阿ってそれを材料にし
パイの養成所だったんだ。
hMr
論に民服をおて、
ょ、つにた」。朝日新聞にちょっと連載されたことがあるものですから。中国の政情を、さっき先生がおっしゃった｛倉田｝【池田｝｛倉田｝
同文書院はスパイだと一一．一日った万はもう既に生きておられんでしょう
c
いや、
附利．八年生まれでございます口
九
1J
：．
h、、
t化。
iE
，ノ
ハズバンドで、
ユア・ハズバンドつ
それは恨めてい川白い説であって、
中同訴をなめたらいけません
ζ
そんなに
簡単に日本人が中同人に化けられるかと一日うと、
僕らがあれだけ戦線で使ってみたけど、
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